
青
木
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績



一
九
六
三
年
四
月
一
四
日
二
五
歳
木
村
礎
先
生
御
夫
妻
の
媒
一

酌

で

白

木

原

恵

美

子

と

結

婚

。

一

一
九
六
五
年
三
月
二
二
日
二
七
歳
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
一

究

科

国

史

学

専

攻

修

士

課

程

を

修

了

。

一

一
九
六
八
年
五
月
コ
二
歳
神
奈
川
県
史
調
査
員
兼
執
筆
委
員
一

一
一
九
三
六
年
一

O
月

七

日

福

島

県

東

白

川

郡

棚

倉

町

南

町

五

八

に

任

命

さ

れ

る

。

一

番

地

、

屋

根

職

人

の

父

青

木

清

之

丞

・

母

文

(

同

町

古

町

内

藤

神

奈

川

大

学

経

済

学

部

非

常

勤

講

師

と

な

る

。

一

家

)

の

次

男

と

し

て

生

ま

れ

る

。

一

九

六

九

年

九

月

三

二

歳

中

央

大

学

法

学

部

非

常

勤

講

師

と

一
九
四

O
年

二

月

一

日

四

歳

母

文

が

腎

臓

病

で

死

去

。

な

る

。

一

…

一

九

四

三

年

四

月

一

日

七

歳

棚

倉

町

国

民

学

校

に

入

学

。

一

九

七

二

年

七

月

三

五

歳

七

月

二

七

日

長

男

耕

誕

生

。

-

一
九
四
四
年
七
月
七
日
八
歳
兄
俊
一
郎
サ
イ
パ
ン
島
の
日
本
一
九
七
七
年
四
月
一
日
三
九
歳
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
一

一

軍

玉

砕

で

戦

死

。

部

助

教

授

と

な

る

。

一

一
一
九
四
九
年
四
月
一
日
一
二
歳
棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校
に
入
一
九
八
二
年
四
月
一
日
四
四
歳
日
本
福
祉
大
学
経
済
学
部
教
一

-

学

。

授

と

な

る

。

一

一
九
五
二
年
四
月
一
日
一
五
歳
福
島
県
立
東
白
川
農
業
商
業
一
九
八
八
年
四
月
一
日
五

O
歳
日
本
福
祉
大
学
に
知
多
半
島
一

高

等

学

校

商

業

科

に

入

学

。

総

合

研

究

所

を

設

立

し

、

歴

史

・

民

俗

部

会

の

研

究

主

任

と

な

一

一

九

五

五

年

四

月

一

日

一

八

歳

完

全

治

癒

の

た

め

の

療

養

生

る

。

一

一

活

に

入

る

。

一

九

九

七

年

四

月

一

日

六

O
歳
専
修
大
学
文
学
部
人
文
学
科
一

-

一

九

五

八

年

四

月

一

日

一

二

歳

明

治

大

学

文

学

部

史

学

地

理

史

学

コ

l
ス
(
後
に
歴
史
学
専
攻
)
教
授
と
な
り
、
現
在
に
至
一

学

科

に

入

学

。

る

。

一

一

九

六

二

年

四

月

一

日

二

四

歳

東

北

大

学

大

学

院

文

学

研

究

一

科

国

史

学

専

攻

修

士

課

程

に

入

学

。

一

青
木
美
智
男
教
授
履
歴
・
業
績

履

歴



〔
単
著
〕

一
0

「
天
保
騒
動
記
』
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
二
月

一
。
『
文
化
文
政
期
の
民
衆
と
文
化
』
文
化
書
房
博
文
社
、

年
三
月

一
。
「
一
茶
の
時
代
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
年
四
月

一
0

『
大
系
日
本
の
歴
史
⑪
近
代
の
予
兆
』
小
学
館
、
一
九
八
九
年

一
二
月
(
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
三
年
六
月
改
版
発
行
)

一
。
「
近
世
尾
張
の
海
村
と
海
運
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
四
月

一
。
『
百
姓
一
授
の
時
代
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
一
月

一
。
「
深
読
み
浮
世
風
呂
」
小
学
館
、
二

O
O
三
年
一
一
月

一
0

『
近
世
非
領
園
地
域
の
民
衆
運
動
と
郡
中
議
{
疋
』
ゆ
ま
に
書
房
、

二
O
O
四
年
二
月

『

〔

編

著

〕

一
0

〔
教
科
書
〕
『
高
校
日
本
史
」
久
保
哲
三
・
宮
原
武
夫
ほ
か
共
編
、

一
実
教
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
O
年
一
月

一
。
『
一
授
①
一
捺
史
入
門
』
入
間
田
宣
夫
ほ
か
六
人
と
共
編
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
一
月

。
「
講
座
日
本
近
世
史
6

天
保
期
の
政
治
と
社
会
』
山
田
忠
雄
と

一
九
八
五

共
編
、
有
斐
閥
、
一
九
八
一
年
四
月

。
「
一
授
④
生
活
・
文
化
・
思
想
」
入
間
田
宣
夫
ほ
か
六
人
と
共
一

編

、

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

八

一

年

八

月

一

つ
『
一
撲
⑤
一
授
と
国
家
』
入
間
田
宣
夫
ほ
か
六
人
と
共
編
、
東
一

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
一

O
月

一

ウ
「
講
座
日
本
近
世
史
7

開
国
」
河
内
八
郎
と
共
編
、
有
斐
閣
、

一
九
八
五
年
五
月

〈
〉
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
版
世
界
と
日
本
の
歴
史
8

近
代
3

ア
ジ
ア
一

の
風
雲
』
保
坂
智
・
斉
藤
純
と
共
編
、
大
月
書
庖
、
一
九
八
八
年
一

七

月

一

八
〉
〔
教
科
書
〕
『
詳
解
日
本
史
』
深
谷
克
己
ほ
か
共
編
、
三
省
堂
、

一
九
九
O
年

三

月

一

。
「
争
点
日
本
の
歴
史
5

近
世
編
』
保
坂
智
と
共
編
、
新
人
物
往
一

来

社

、

一

九

九

一

年

四

月

一

。
「
講
座
日
本
近
世
史
叩
近
世
史
へ
の
招
待
』
佐
藤
誠
朗
と
共
編
、
一

有

斐

閥

、

一

九

九

二

年

三

月

一

八V

『
謎
の
日
本
史
江
戸
・
幕
末
維
新
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
一

二

年

七

月

一

八
〉
『
新
視
点
日
本
の
歴
史
5

近
世
編
』
保
坂
智
と
共
編
、
新
人
物
一

往

来

社

、

一

九

九

三

年

六

月

一

八
〉
〔
教
科
書
〕
『
明
解
日
本
史
A
』
深
谷
克
己
ほ
か
と
共
編
、
三
省
一

堂

、

一

九

九

四

年

三

月

一



一
0

『
日
本
の
近
世
口

-
九
九
四
年
三
月

一
。
〔
教
科
書
〕
「
明
解
日
本
史
A

改
訂
版
」
深
谷
克
己
・
木
村
茂

一
光
ほ
か
と
共
編
、
三
省
堂
、
一
九
九
八
年
三
月

一
0

『
教
員
に
な
る
人
の
た
め
の
日
本
史
』
木
村
茂
光
と
共
編
、
新
人

一
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
九
月

一
。
『
幕
末
維
新
と
民
衆
社
会
』
阿
部
恒
久
と
共
編
、
高
志
書
院
、
一

一
九
九
八
年
一

O
月

一
。
〔
教
科
書
〕
「
詳
解
日
本
史
B

改
訂
版
』
深
谷
克
己
・
木
村
茂

一
光
ほ
か
と
共
編
、
三
省
堂
、
一
九
九
九
年
三
月

一
。
『
事
典
し
ら
べ
る
江
戸
時
代
』
林
英
夫
と
共
編
、
柏
書
房
、
二

O

一

O
一
年
一

O
月

一
0

『
展
望
日
本
歴
史
間
近
世
の
思
想
・
文
化
』
若
尾
政
希
と
共

一
編
、
東
京
堂
出
版
、
二

O
O
二
年
四
月

一
。
「
番
付
で
読
む
江
戸
時
代
』
林
英
夫
と
共
編
、
柏
書
房
、
二

0
0

一
三
年
九
月

一
0

『
文
政
・
天
保
期
の
史
料
と
研
究
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二

O
O
五
年

-

四

月

一
0

「
近
代
社
会
の
諸
相
|
個
・
地
域
・
国
家
|
』
西
川
正
雄
と
監
修
、

一
ゆ
ま
に
書
房
、
二

O
O
五
年
一
一
月

東
と
西

江
戸
と
上
方
』
中
央
公
論
社
、

〔
史
料
集
・
史
料
紹
介
〕

。
「
出
羽
国
村
山
郡
『
郡
中
議
定
』
」
山
形
市
史
編
集
委
員
会
編
『
山
一

形

市

史

編

集

資

料

四

」

一

九

六

七

年

二

月

一

。
「
宝
永
四
年
富
士
山
噴
火
、
翌
五
年
酒
匂
川
大
口
堤
決
壊
と
そ
の
一

復
旧
を
め
ぐ
る
史
料
に
つ
い
て
|
旧
千
津
嶋
村
の
場
合
|
」
「
史
一

談

足

柄

』

六

集

、

一

九

六

八

年

三

月

一

。
「
多
摩
郡
廻
田
村
に
お
け
る
武
州
農
兵
に
関
す
る
史
料
」
『
東
村
一

山
市
史
史
料
集
4
』
東
村
山
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
九
年
一

三
月
)

。
「
旗
本
新
見
家
に
残
さ
れ
た
天
保
十
二
年
『
三
方
領
知
替
』
中
止
一

を
め
ぐ
る
史
料
」
『
神
奈
川
県
史
研
究
」
一
八
号
、
一
九
七
二
年
一

一
二
月
)

。
「
慶
応
四
年
、
小
田
原
藩
領
に
お
け
る
農
兵
取
立
計
画
資
料
」
-

『

史

談

足

柄

』

一

一

集

、

一

九

七

三

年

三

月

一

。
「
津
久
井
土
平
治
騒
動
を
め
ぐ
る
『
酒
造
一
乱
記
』
と
「
県
中
騒
一

動
趣
留
メ
』
に
つ
い
て
」
(
川
鍋
定
男
と
共
編
)
『
神
奈
川
県
史
研
一

究
』
二
一
号
、
一
九
七
三
年
九
月
)

。
「
一
農
民
の
み
た
f
ろ
え
じ
ゃ
な
い
か

u
l武
州
橘
樹
郡
梶
ケ
谷
一

村
田
村
庄
左
衛
門
の
「
旅
中
控
」
の
紹
介
|
」
『
神
奈
川
県
史
研
一

究

』

二

六

号

、

一

九

七

四

年

二

一

月

一



一
。
矢
祭
町
史
編
纂
委
員
会
『
矢
祭
町
史
研
究
(
2
)
源
蔵
・
郡
蔵
日

一
記
|
近
世
農
民
の
見
た
ま
ま
聞
い
た
ま
ま
l

』
一
九
七
九
年
九
月

一
ο
矢
祭
町
史
編
纂
委
員
会
「
矢
祭
町
史
研
究

(
3
)
資
料
に
み
る
昔

の
村
・
今
の
町
』
一
九
八
O
年
九
月

一
ゥ
「
箱
根
山
麓
豆
州
塚
原
新
田
で
発
見
さ
れ
た
大
塩
平
八
郎
関
係
書

状
類
」
「
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要
』
五
九
号
、
一
九
八
四
年
二

一

月

一
。
『
東
海
道
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
日
記
文
政
十
一
年
j
文
政
十
三

一
年
』
(
梶
川
武
と
校
訂
)
み
し
ま
書
房
、
一
九
八
五
年
十
二
月

一
。
「
一
八
世
紀
後
半
、
尾
張
藩
領
の
立
と
と
『
今
』
|
内
藤
東
甫

一
『
手
杵
』
に
見
る
七
代
藩
主
宗
春
が
残
し
た
も
の
l

」
「
知
多
半

一
島
の
歴
史
と
現
在
』
八
号
、
一
九
九
七
年
三
月

一
。
「
「
世
事
見
聞
録
』
の
世
界
」
「
歴
史
と
地
理
』
五
一
九
号
、
山
川

-
出
版
社
、
一
九
九
八
年
一
二
月

一
。
『
近
世
社
会
福
祉
史
料
・
秋
田
感
思
講
文
書
』
(
庄
司
拓
也
校

一
訂
)
校
倉
書
一
房
二

O
O
O
年
二
月

一
。
「
東
海
道
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
順
孝
日
記
1

文
政
六
年
j
文
政

八
年
』
(
小
林
風
・
石
綿
豊
大
校
訂
)
ゆ
ま
に
書
房
、
二

O
O
一

一
年
五
月

一
。
『
東
海
道
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
順
孝
日
記
2
文
政
九
年
1
文
政

十
二
年
」
(
小
林
風
・
石
綿
豊
大
校
訂
)
ゆ
ま
に
書
房
、
二

O
O

一
二
年
六
月

O 
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〔並ハ

著〕

。
「
佐
倉
藩
羽
州
領
の
成
立
と
そ
の
構
造
」
「
羽
州
領
制
の
展
開
」

木
村
礎
・
杉
本
敏
夫
編
『
譜
代
藩
政
の
展
開
と
明
治
維
新
』
文
雅

堂
銀
行
研
究
社
、
一
九
六
三
年
一

O
月

っ
「
近
世
の
政
治
と
経
済

(E)
」
井
上
光
貞
・
永
原
慶
二
編
「
日

本
史
研
究
入
門

E
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
八
月

。
「
慶
応
二
年
、
羽
州
村
山
地
方
の
世
直
し
一
授
」
佐
々
木
潤
之
介

編
『
村
方
騒
動
と
世
直
し
上
』
青
木
書
底
、
一
九
七
二
年
三
月

。
「
「
元
文
一
授
』
の
展
開
と
構
造
」
明
治
大
学
内
藤
家
文
書
研
究

会
「
譜
代
藩
の
研
究
|
譜
代
内
藤
藩
の
藩
政
と
藩
領
|
』
八
木
書

庖
、
一
九
七
二
年
八
月

八
〉
「
幕
末
に
お
け
る
農
民
闘
争
と
農
兵
制
!
と
く
に
出
羽
国
村
山
地

方
の
農
兵
組
織
の
展
開
を
中
心
に
|
」
大
館
右
喜
・
森
安
彦
編

『
誌
編
集
日
本
歴
史
8

幕
藩
体
制
E
』
有
精
堂
、
一
九
七
三
年

七
月

パ
「
報
告
と
討
論
・
世
直
し
の
状
況
の
諸
問
題
l

報
告
1
・
2
|
」

(
佐
々
木
潤
之
介
と
共
同
執
筆
)
佐
々
木
潤
之
介
編
『
村
方
騒
動



一
と
世
直
し
下
』
青
木
書
庖
、
一
九
七
三
年
一

O
月

一
。
「
本
百
姓
体
制
の
解
体
を
め
ぐ
っ
て
」
「
人
民
闘
争
の
諸
画
期
」

一
津
田
秀
夫
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
歴
史
日
幕
藩
制
の
動
揺
」

一
学
生
社
、
一
九
七
四
年
八
月

一
。
「
「
救
民
』
の
た
た
か
い
」
「
民
衆
と
天
保
の
改
革
」
佐
々
木
潤
之

一
介
編
『
日
本
民
衆
の
歴
史
5
世
直
し
』
三
省
堂
、
一
九
七
四
年

八
月

〈
〉
「
『
文
明
開
化
』
と
伝
統
」
江
村
栄
一
・
中
村
政
則
編
『
日
本
民

-
衆
の
歴
史
6

国
権
と
民
権
の
相
魁
』
三
省
堂
、
一
九
七
四
年
九

同
月

一
。
「
幕
藩
体
制
研
究
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
現
代
歴
史
学
の
成
果
と

一
課
題
②
共
同
体
・
奴
隷
制
・
封
建
制
』
青
木
書
庖
、
一
九
七
四

一
年
九
月

一
。
「
本
庄
栄
治
郎
」
「
土
屋
喬
雄
」
永
原
慶
二
・
鹿
野
政
直
編
『
日

一
本
の
歴
史
家
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
六
年
五
月

一
。
「
日
本
近
世
史
研
究
と
古
文
書
|
主
に
地
方
文
書
を
中
心
に
|
」

一
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
歴
史
科
学
へ
の
道
上
』
校
倉
書
房
、
一

一
九
七
六
年
六
月

-

0

「
天
保
期
羽
州
村
山
地
方
の
農
民
闘
争
」
北
島
正
元
編
「
幕
藩
体

制
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
一
月

一
。
「
闘
う
農
民
・
市
民
た
ち
」
大
石
慎
三
郎
編
『
日
本
史
(
五
)
近

一
世
2
』
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
九
月

八
〉
「
天
保
期
、
関
東
に
お
け
る
一
授
と
打
ち
こ
わ
し
」
百
姓
一
授
研

究
会
編
「
天
保
期
の
人
民
闘
争
と
社
会
変
革
上
』
校
倉
書
房
、
一

一
九
八
O
年

一

一

月

一

八
〉
「
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
階
級
闘
争
」
林
基
監
修
・
階
級
闘
争
史
一

研
究
会
編
『
階
級
闘
争
の
歴
史
と
理
論
|
前
近
代
社
会
に
お
け
る
一

階
級
闘
争
|
』
青
木
書
庖
、
一
九
八
O
年

一

二

月

一

。
「
幕
末
・
維
新
期
の
世
直
し
騒
動
」
佐
藤
誠
朗
・
河
内
八
郎
編
…

『
講
座
日
本
近
世
史
8

幕
藩
制
国
家
の
崩
壊
』
有
斐
閣
、
一
九
一

八

一

年

三

月

一

。
「
大
塩
の
乱
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
動
向
」
百
姓
一
挨
研
究
会
編
一

『
天
保
期
の
人
民
闘
争
と
社
会
変
革
下
」
校
倉
書
房
、
一
九
八

二
年
二
月
)

。
「
一
茶
と
北
斎
」
日
本
福
祉
大
学
文
化
問
題
談
話
会
編
「
文
化
へ

の

視

点

』

光

和

堂

、

一

九

八

二

年

六

月

一

。
「
村
方
騒
動
と
民
衆
的
社
会
意
識
」
『
講
座
日
本
歴
史
6

近
世
一

2

』

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

八

五

年

四

月

一

〈
〉
「
俳
人
一
茶
の
社
会
意
識
」
日
本
福
祉
大
学
文
化
問
題
談
話
会
編
一

『
文
化
へ
の
攻
勢
』
光
和
堂
、
一
九
八
五
年
五
月
一

。
「
近
世
文
芸
と
庶
民
生
活
」
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
歴
史
科
学
入
一

門

』

三

省

堂

、

一

九

八

六

年

九

月

一

。
「
人
民
闘
争
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」
歴
史
科
学
協
議
会
編
『
現
代
一

を
生
き
る
歴
史
科
学
③
」
大
月
書
居
、
一
九
八
七
年
八
月
一



飢

鐘
と
兵
乱
と
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
八
年
九
月
改
版
発
行
)

っ
「
落
首
に
詠
ま
れ
た
忠
邦
像
」
石
ノ
森
章
太
郎
「
マ
ン
ガ
日
本
の

歴
史
羽
内
憂
外
患
と
天
保
の
改
革
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三

年
二
月
(
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
年
九
月
改
版
発
行
)

。
「
ペ
リ
l
来
航
と
徳
川
幕
府
」
石
ノ
森
章
太
郎
「
マ
ン
ガ
日
本
の

歴
史
叫
激
動
の
ア
ジ
ア
、
日
本
の
開
国
』
中
央
公
論
社
、
一
九

九
三
年
三
月
(
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
年
一

O
月
改
版
発
行
)

ゾ
「
村
の
な
か
の
幕
末
・
維
新
」
石
ノ
森
章
太
郎
「
マ
ン
ガ
日
本
の

歴
史
必
倒
幕
、
世
直
し
、
御
一
新
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三

年
四
月
(
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
年
一

O
月
改
版
発
行
)

J

「
明
治
初
年
の
維
新
観
」
石
ノ
森
章
太
郎
『
マ
ン
ガ
日
本
の
歴
史

必
ざ
ん
ぎ
り
頭
で
文
明
開
化
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
五

月
(
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
年
一
一
月
改
版
発
行
)

人
「
自
由
民
権
運
動
と
漫
画
文
化
」
石
ノ
森
章
太
郎
『
マ
ン
ガ
日
本

の
歴
史
制
民
権
か
国
権
か
」
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
六
月

(
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
年
一
一
月
改
版
発
行
)

。
「
浮
世
絵
の
美
」
「
江
戸
っ
子
の
登
場
」
「
本
屋
と
貸
本
屋
の
時

代
」
「
日
本
歴
史
館
」
小
学
館
、
一
九
九
三
年
一
二
月

ソ
「
北
前
船
と
北
国
文
化
」
福
井
県
河
野
村
編
「
第
二
回
「
西
廻
り
」

航
路
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
、
一
九
九
五
年
三
月

。
「
地
域
文
化
の
生
成
」
岩
波
講
座
『
日
本
通
史

一
九
九
三
年
一
月
(
中
公
文
庫
、

一
五
巻

3 



-

5

』
岩
波
書
底
、
一
九
九
五
年
五
月

7
「
『
暮
ら
し
の
な
か
の
文
雅
」
を
大
切
に
す
る
生
き
方
」

E
E
'

一
冨
0
0
同
忌
歴
史
学
が
わ
か
る
。
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年

一

一

O
月

。
「
西
の
押
さ
え
名
古
屋
城
築
城
」
つ
名
古
屋
学
H

を
築
い
た
義

直
・
元
費
・
信
景
・
秀
頴
」
「
文
化
都
市
名
古
屋
に
応
え
た
本
屋

と
巨
大
貸
本
屋
の
繁
栄
」
「
世
界
を
つ
な
ぐ
漂
流
民
|
重
吉
と

-
に
っ
ぽ
ん
音
吉
l
」
「
名
古
屋
俳
壇
の
雄
l
横
井
也
有
と
加
藤
暁

一
台
|
」
林
秀
夫
監
修
『
江
戸
時
代
人
づ
く
り
風
土
記
お
愛

-
知
』
一
九
九
五
年
一
一
月

一
。
「
雪
国
の
文
化
と
鈴
木
牧
之
」
井
ケ
田
良
治
他
編
『
歴
史
の
道
・

一
再
発
見
第
三
巻
家
持
か
ら
野
麦
峠
ま
で
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

A
、

一
一
九
九
六
年
七
月

。
「
岩
田
健
「
民
衆
文
化
の
成
熟
』
コ
メ
ン
ト
」
歴
史
教
育
者
協
議

会
編
「
前
近
代
史
の
新
し
い
学
び
方
』
青
木
書
庖
、
一
九
九
六
年

一
八
月
)

。
「
近
世
の
生
活
文
化
を
見
る
目
」
歴
史
科
学
協
議
会
編
「
卒
業
論

-
文
を
書
く
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
五
月

一
。
「
酢
・
酒
と
日
本
の
食
文
化
」
日
本
福
祉
大
学
知
多
半
島
総
合
研

究
所
・
博
物
館
「
酢
の
里
」
共
編
「
中
埜
家
文
書
に
み
る
酢
造
り

一
の
歴
史
と
文
化
①
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
一
一
月

一
。
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
北
前
船
を
め
ぐ
る
歴
史
像
の
再
検
討
」
コ
メ

ン
ト
E
」
福
井
県
河
野
村
『
北
前
船
か
ら
み
た
河
野
村
と
敦
賀
湊
一

|
第
四
回
「
西
廻
り
」
航
路
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記
録
l
』
河
野
村
、
一

一

九

九

九

年

八

月

一

。
「
暮
ら
し
と
文
化
|
化
政
文
化
研
究
の
新
し
い
動
き
l
」
「
別
冊
一

歴
史
読
本
日
本
史
研
究
最
前
線
』
新
人
物
往
来
社
、
二

0
0
0
一

年

六

月

一

。
「
近
世
民
衆
運
動
研
究
と
関
係
資
料
集
」
深
谷
克
己
編
『
民
衆
運
一

動
史
5
世
界
史
の
な
か
の
民
衆
運
動
』
青
木
書
庖
、
二

0
0
0
一

年

八

月

一

け
「
遠
山
金
四
郎
景
元
」
『
旨
ま
き
員
日
本
史
が
わ
か
る
。
』
一

朝
日
新
聞
社
、
二

0
0
0
年

一

二

月

一

。
「
教
科
書
と
し
て
の
配
慮
に
欠
け
る
叙
述
」
『
別
冊
歴
史
読
本
一

歴
史
教
科
書
大
論
争
』
新
人
物
往
来
社
、
二

O
O
一
年
一

O
月

ハ
「
新
し
い
北
前
船
の
歴
史
像
を
求
め
て
」
福
井
県
河
野
村
編
『
地
一

域
か
ら
見
た
日
本
海
海
運
|
第
五
回
「
西
廻
り
」
航
路
フ
ォ

l
ラ

ム
の
記
録
!
』
河
野
村
、
二

O
O
一

年

二

月

-

ハ
ザ
「
近
世
初
期
、
オ
ラ
ン
ダ
連
合
東
イ
ン
ド
会
社
平
戸
商
館
の
貿
易
一

陶
磁
と
幕
藩
領
主
」
標
井
清
彦
・
菊
池
誠
一
編
『
近
世
日
越
交
流

史
ー
日
本
町
・
陶
磁
器
|
』
柏
書
房
、
二

O
O
二
年
五
月

つ
「
江
戸
時
代
の
教
育
|
静
か
な
三

O
O年
|
」
小
手
指
公
民
館
歴
一

史
講
座
講
義
録
『
ふ
り
返
っ
て
み
る
教
育
の
4
世
紀
|
人
は
何
を
一

学
び
伝
え
て
き
た
の
か
|
』
所
沢
市
小
手
指
公
民
館
、
二

O
O
二
一



-
年
六
月

一
。
「
経
済
思
想
の
台
頭
」
「
安
藤
田
国
益
」
「
百
姓
一
授
の
思
想
」
「
世

一
直
し
と
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
竹
内
誠
編
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ワ
イ
ド

一
江
戸
時
代
館
』
小
学
館
、
二

O
O
二
年
二
一
月

一
。
「
近
世
庶
民
文
芸
に
あ
ら
わ
れ
た
女
性
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
ピ

エ
ー
ル
・
ス
イ
リ
、
西
川
正
雄
、
近
江
士
ロ
明
編
『
歴
史
に
お
け
る

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
集
会
』
専
修
大
学
出
版
局
、
二

O
O
三
年
一
月

一
。
「
地
域
の
自
覚
l
往
来
物
と
名
所
図
会
l
」
井
上
勲
編
『
日
本
の

一
時
代
史

m
日
本
史
の
環
境
」
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
四
年
一

O

一

月

一
。
「
見
立
番
付
」
鵜
飼
政
士
山
他
編
『
歴
史
を
よ
む
』
東
京
大
学
出
版

一
会
、
二

O
O
四
年
一
一
月

一
。
「
一

j
六
回
の
「
西
廻
り
航
路
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て
|

北
前
船
研
究
に
河
野
村
が
果
た
し
た
役
割
|
」
福
井
県
河
野
村
編

『
北
前
船
か
ら
見
た
地
域
史
像
l

第
六
回
「
西
廻
り
」
航
路

一
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記
録
l

』
河
野
村
、
二

O
O
四
年
一
二
月

一
。
「
大
塩
平
八
郎
の
謎
日
」
「
改
訂
新
版
日
本
史
の
謎
』
世
界
文

-
化
社
、
二

O
O
五
年
一
月

ゥ
「
北
前
船
の
時
代
と
天
領
佐
渡
の
文
化
」
『
第
二

O
回
全
国
天
領

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
記
録
集
』
二

O
O
五
年
八
月

。
「
環
伊
勢
湾
の
文
化
風
土
」
日
本
福
祉
大
学
知
多
半
島
総
合
研
究

所
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
環
伊
勢
湾
産
業
観
光
の
ル

l
ツ
を
た
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ず
ね
て
』
二

O
O
五
年
一
二
月

〈
〉
「
野
暮
が
咲
か
せ
た
江
戸
の
文
化
」
平
塚
市
ふ
る
さ
と
歴
史
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
編
「
江
戸
の
娯
楽
と
交
流
の
道
』
二

0
0

六
年
三
月

八
〉
「
専
売
品
と
特
産
物
」
「
北
前
船
の
活
躍
」
「
食
文
化
の
楽
し
み
」

「
不
満
の
爆
発
」
山
本
博
文
編
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル

z
q
M
M
O
Z
江
戸

時
代
』
小
学
館
、
二

O
O
六
年
一
一
月

〔
論
文
・
書
評
・
そ
の
他
〕

。
「
松
川
事
件
の
背
景
|
占
領
政
策
と
労
働
運
動
|
」

本
史
』
九
号
、
一
九
五
九
年
一
二
月

。
「
近
世
に
於
け
る
災
害
の
史
的
考
察
」
(
菅
野
圭
子
・
白
木
原
恵

美
子
と
共
同
執
筆
)
「
駿
河
台
日
本
史
』
一

O
号
、
一
九
六

O
年

一
二
月

。
「
非
領
園
地
域
に
お
け
る
領
主
権
力
の
存
在
形
態
|
出
羽
国
村
山

地
方
の
場
合
l

」
『
歴
史
学
研
究
』
二
八
一
号
、
一
九
六
三
年
一

O
月

。
「
佐
倉
藩
羽
州
領
の
廻
米
を
め
ぐ
る
諸
問
題
l

幕
末
期
、
最
上
川

水
運
と
酒
田
米
穀
市
場
の
関
連
か
ら
|
」
『
歴
史
』
二
七
号
、
一

九
六
四
年
二
月

J

「
一
九
六
三
年
の
歴
史
学
会
|
回
顧
と
展
望
|

『
駿
河
台
日

近
世
社
会
経
済



一
分
野
」
『
史
学
雑
誌
』
七
三
編
五
号
、
一
九
六
四
年
五
月

一
。
「
羽
州
村
山
地
方
に
お
け
る
幕
領
諸
藩
領
の
展
開
」
「
駿
台
史

学
』
一
六
号
、
一
九
六
五
年
三
月

一
。
「
最
近
の
百
姓
一
挟
研
究
か
ら
|
林
基
『
宝
暦
j
天
明
期
の
社
会

情
勢
』
の
問
題
点
|
」
「
歴
史
論
」
二
号
、
一
九
六
五
年
一

O
月

。
「
「
豪
農
論
』
の
現
段
階
で
の
意
義
|
一
九
五
五
年
以
降
の
日
本

近
世
史
(
中
後
期
)
研
究
の
整
理
か
ら
」
『
歴
史
学
研
究
」
三

一
一
二
号
、
一
九
六
六
年
五
月

一
。
「
日
本
近
世
史
研
究
の
当
面
す
る
課
題
|
一
九
六
六
年
度
近
世
史

-

サ

マ

1
・
セ
ミ
ナ
ー
報
告
|
」
「
歴
史
学
研
究
』
コ
二
八
号
、
一

九
六
六
年
一
一
月

一
。
「
岩
城
平
藩
『
元
文
一
授
』
の
前
提
l

元
禄
・
事
保
期
の
地
主
及

ぴ
中
農
層
の
経
営
分
析
か
ら
」
『
地
方
史
研
究
」
八
八
号
、
一

九
六
七
年
三
月

一
。
「
『
世
直
し
状
況
』
の
経
済
構
造
と
階
級
闘
争
の
特
質
|
出
羽
国

村
山
地
方
の
分
析
を
中
心
と
し
て
」
「
歴
史
学
研
究
』
三
二
六

四
号
、
一
九
六
七
年
七
月

一
0

「
幕
末
に
お
け
る
農
民
闘
争
と
農
兵
制
|
と
く
に
出
羽
国
村
山
地

一
方
の
農
兵
組
織
の
展
開
を
中
心
に
|
」
『
日
本
史
研
究
』
九
七
号
、

一
九
六
八
年
四
月

-

0

「
は
じ
め
に
|
近
世
・
近
代
史
部
会
維
新
変
革
と
階
級
闘
争

(
農
民
闘
争
)
|
」
『
歴
史
学
研
究
』
三
三
六
号
、
一
九
六
八
年

五
月

。
「
慶
応
期
の
階
級
闘
争
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
「
歴
史
学
研
究
』
一
二

三
六
号
、
一
九
六
八
年
五
月

八
〉
「
近
世
初
期
岩
城
平
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
」
(
土
井
浩
と
共
同

執
筆
)
『
駿
台
史
学
』
二
三
号
、
一
九
六
八
年
九
月

々
、
「
近
世
後
期
、
相
模
圏
内
に
お
け
る
江
川
代
官
領
の
変
遷
」
(
小

松
郁
夫
と
共
同
執
筆
)
『
神
奈
川
県
史
研
究
』
一
号
、
一
九
六
八

年一

O
月

。
「
『
小
百
姓
』
|
わ
が
近
代
化
の
担
い
手
|
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』

四
六
号
、
神
奈
川
県
企
業
庁
、
一
九
六
九
年
一
月

。
「
近
世
前
期
、
相
模
国
足
柄
上
郡
千
津
嶋
村
農
民
の
家
族
構
成
」

『
史
談
足
柄
』
七
集
、
一
九
六
九
年
三
月

。
「
相
州
西
郡
千
津
嶋
村
吉
利
支
丹
改
帳
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
四

八
号
、
神
奈
川
県
企
業
庁
、
一
九
六
九
年
五
月

。
「
相
模
国
の
大
名
領
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
四
九
号
、
神
奈
川
県

企
業
庁
、
一
九
六
九
年
七
月

ゎ
「
義
民
下
回
隼
人
の
伝
承
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
五

O
号
、
神
奈

川
県
企
業
庁
、
一
九
六
九
年
八
月

。
「
維
新
変
革
と
幕
藩
制
ー
そ
の
構
造
的
特
質
の
解
明
か
ら

i
」

『
歴
史
学
研
究
』
三
五
二
号
、
一
九
六
九
年
九
月

υ

「
酒
匂
川
と
小
百
姓
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
五
一
号
、
神
奈
川
県

企
業
庁
、
一
九
六
九
年
一
一
月



一
0

〔
書
評
〕
「
深
谷
克
己
著
『
寛
政
期
の
藤
堂
藩
』
」
「
歴
史
学
研
究
』

一
三
五
六
号
、
一
九
七
O
年
一
月

一
。
「
酒
匂
川
の
洪
水
と
闘
う
小
百
姓
」
「
企
業
庁
だ
よ
り
』
五
二
号
、

『
神
奈
川
県
企
業
庁
、
一
九
七
O
年
一
月

一
。
「
年
貢
の
は
な
し
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
五
三
号
、
神
奈
川
県
企

業
庁
、
一
九
七
O
年
三
月

一
。
「
日
本
近
世
史
研
究
の
一
視
点
」
『
歴
史
評
論
』
二
三
六
号
、
一

一

九

七

O
年
四
月

一
。
「
『
む
ら
』
と
な
ぬ
し
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
五
四
号
、
神
奈
川
県

一
企
業
庁
、
一
九
七
O
年
五
月

。
「
『
維
新
変
革
の
再
検
討
」
の
新
た
な
前
進
の
た
め
に
」
『
歴
史
学

研
究
』
三
六
O
号
、
一
九
七
O
年
五
月

一
。
「
酒
匂
川
と
田
中
丘
隅
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
」
五
五
号
、
神
奈
川

県
企
業
庁
、
一
九
七
O
年
七
月

一
0

「
酒
匂
川
と
大
福
帳
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
五
六
号
、
神
奈
川
県

一
企
業
庁
、
一
九
七
O
年
九
月

一
。
「
酒
匂
川
と
二
宮
金
次
郎
」
『
企
業
庁
だ
よ
り
』
五
七
号
、
神
奈

一
川
県
企
業
庁
、
一
九
七
O
年
一
一
月

一
。
「
酒
匂
川
利
用
を
め
ぐ
る
記
録
に
つ
い
て
」
「
企
業
庁
だ
よ
り
』

五
八
号
、
神
奈
川
県
企
業
庁
、
一
九
七
一
年
一
月

一
。
「
共
通
論
題
「
幕
藩
制
の
崩
壊
と
関
東
』
の
報
告
と
討
論
を
聞
い

て
考
え
た
こ
と
」
『
地
方
史
研
究
』
一
一
一
合
乙
、
一
九
七
一
年
四

田川
。
「
封
建
的
危
機
と
民
族
的
危
機
に
つ
い
て
」
『
歴
史
学
研
究
』
三

七

二

号

、

一

九

七

一

年

五

月

一

。
「
幕
藩
制
の
危
機
と
世
直
し
状
況
」
「
歴
史
学
研
究
別
冊
特
集
一

世
界
史
認
識
と
人
民
闘
争
史
研
究
の
課
題
』
一
九
七
一
年
一

O
月
一

。
「
幕
末
に
お
け
る
、
あ
る
村
芝
居
興
行
と
世
直
し
に
つ
い
て
」
一

『
歴
史
学
研
究
』
三
七
八
号
、
一
九
七
一
年
一
一
月

。
「
高
等
学
校
日
本
史
教
科
書
に
お
け
る
沖
縄
の
取
扱
い
に
つ
い
て

(
一
)
」
『
歴
史
学
研
究
』
三
八
O
号

、

一

九

七

二

年

一

月

一

。
「
高
等
学
校
日
本
史
教
科
書
に
お
け
る
沖
縄
の
取
扱
い
に
つ
い
て
一

(
二
)
」
『
歴
史
学
研
究
』
三
八
一
号
、
一
九
七
二
年
二
月

。
〔
書
評
〕
「
庄
司
吉
之
助
著
『
世
直
し
一
撲
の
研
究
』
」
『
歴
史
評
一

論
』
二
六
O
号

、

一

九

七

二

年

三

月

一

八
〉
「
南
関
東
に
お
け
る
『
え
え
じ
ゃ
な
い
か
』
」
(
一
一
一
浦
俊
明
と
共
同
町

執
筆
)
『
歴
史
学
研
究
』
三
八
五
号
、
一
九
七
二
年
六
月

。
「
六

0
年
代
維
新
史
研
究
と
幕
藩
体
制
論
」
「
歴
史
評
論
』
二
六
一

六

号

、

一

九

七

二

年

八

月

一

。
「
天
保
二
二
年
羽
州
村
山
郡
幕
領
に
お
け
る
『
私
領
渡
し
』
反
対
一

運
動
」
『
地
方
史
研
究
』
一
二
五
号
、
一
九
七
三
年
一

O
月

一

八
ソ
「
慶
応
三
年
秋
箱
根
・
小
田
原
地
方
に
お
け
る
「
お
札
降
り
』
に
-

つ
い
て
」
『
史
談
足
柄
』
一
一
一
集
、
一
九
七
四
年
三
月

ヶ
「
歴
史
を
学
ぶ
者
の
任
務
」
国
学
院
大
学
史
学
会
『
史
友
』
六
一
二



号
、
一
九
七
四
年
五
月

一
0

「
科
学
的
な
近
世
史
料
学
の
確
立
を
」
『
歴
史
評
論
』
二
八
九
号
、

一
一
九
七
四
年
五
月

一
。
「
日
本
封
建
制
解
体
期
の
階
級
闘
争
」
「
階
級
闘
争
史
研
究
会
月

一
報
』
六
・
七
号
合
併
、
一
九
七
六
年
一
月

一
。
「
一
般
教
養
歴
史
学
担
当
の
立
場
か
ら
」
『
日
本
の
科
学
者
』
一

司
一
(
四
)
、
一
九
七
六
年
四
月

一
。
〔
書
評
〕
「
小
学
館
版
「
日
本
の
歴
史
』
(
近
世
)
を
読
ん
で
」

一
「
歴
史
評
論
」
=
二
四
号
、
一
九
七
六
年
六
月

令
「
第
二
八
回
歴
教
協
大
会
に
参
加
し
て
ー
と
く
に
大
学
分
科
会
の

一
様
子
に
つ
い
て
l

」
『
歴
史
学
研
究
』
四
三
七
号
、
一
九
七
六
年

一O
月

。
「
御
一
新
を
求
め
て
|
北
原
進
・
芳
賀
登
と
の
座
談
会
|
」
『
歴

史
公
論
』
五
号
、
一
九
七
七
年
二
月

一
つ
「
大
塩
の
乱
と
関
東
農
村
」
『
大
塩
研
究
』
四
号
、
一
九
七
七
年

一
一
O
月

ゾ
〔
書
評
〕
「
庄
司
吉
之
助
著
『
史
料
東
北
諸
藩
百
姓
一
授
の
研

一
究
』
」
「
歴
史
学
研
究
』
三
六
五
号
、
一
九
七
七
年
一

O
月

一
0

〔
書
評
〕
「
加
藤
康
昭
著
「
日
本
盲
人
社
会
史
』
」
『
季
刊
障
害

者
問
題
研
究
』
一
六
号
、
一
九
七
八
年
一

O
月

一
ソ
「
『
民
衆
』
概
念
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
」
日
本
福
祉
大
学
社

一
会
科
学
研
究
所
「
研
究
所
報
』
九
号
、
一
九
七
八
年
一
二
月

。
「
江
戸
期
農
民
の
意
識
と
農
村
指
導
者
」
「
歴
史
評
論
』
三
四
四

号
、
一
九
七
八
年
二
一
月

。
「
村
の
自
治
ー
そ
の
自
衛
と
共
働
l
」
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合

特
集
地
方
自
治
の
可
能
性
』
一
九
号
、
一
九
八
O
年
七
月

八
〉
「
近
世
史
科
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
!
と
く
に
日
本
近
世
村
方
文
書

の
特
色
と
保
存
の
意
義
l

」
日
本
福
祉
大
学
社
会
科
学
研
究
所

「
研
究
所
報
』
一
七
号
、
一
九
八
O
年
一
二
月

。
「
江
戸
時
代
の
地
方
役
人
」
「
ジ
ユ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
地

方
の
新
時
代
と
公
務
員
』
二
二
号
、
一
九
八
一
年
四
月

。
「
村
芝
居
と
世
直
し
」
『
伝
統
と
現
代
』
七
四
号
、
一
九
八
二
年

一
・
三
月
合
併
号

J

「
「
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
』
と
い
う
日
本
史
教
科
書
の
文

章
」
「
日
本
の
科
学
者
』
一
七
(
二
)
、
一
九
八
二
年
二
月

ウ
〔
書
評
〕
「
深
谷
克
己
著
『
南
部
百
姓
命
助
の
生
涯
』
」
『
朝
日

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
二
五
巻
二
一
号
、
一
九
八
三
年
五
月

、
「
地
域
史
の
立
場
か
ら
羽
州
村
山
郡
の
「
郡
中
議
定
』
の
検
討

を
」
『
地
方
史
研
究
』
一
八
四
号
、
一
九
八
三
年
八
月

。
「
史
料
と
し
て
の
近
世
文
芸
」
『
歴
史
評
論
」
四

O
九
号
、
一
九

八
四
年
五
月

。
「
一
編
集
協
力
者
の
目
か
ら
見
た
教
科
書
問
題
」
『
歴
史
評
論
』

四
一
四
号
、
一
九
八
四
年
一

O
月

っ
「
一
茶
の
時
代
」
『
朝
日
新
聞
』
名
古
屋
版
夕
刊
①
j
⑤
、

九



八
六
年
八
月
j
九
月
二
二
日

一
0

「
「
日
本
文
化
論
』
批
判
の
視
点
と
課
題
」
「
歴
史
評
論
』
四
三
七

一
号
、
一
九
八
六
年
九
月

一
v

「
小
林
一
茶
の
『
遊
民
」
意
識
に
関
す
る
経
済
思
想
史
的
考
察
」

一
『
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要
』
七
一
号
(
こ
、
一
九
八
七
年
三

白
川「
日
本
史
教
材
と
し
て
の
近
世
俳
句
|
小
林
一
茶
の
俳
句
を
中
心

-
に
ー
」
「
三
省
堂
高
校
社
会
科
教
育
ぶ
つ
く
れ
っ
と
』
八
号
、
一

一
九
八
七
年
四
月

一
コ
「
小
林
一
茶
の
国
学
的
自
国
意
識
と
世
直
し
願
望
」
「
日
本
福
祉

一
大
学
研
究
紀
要
」
七
二
号
、
一
九
八
七
年
六
月

一
山
「
一
俳
人
の
詠
ん
だ
江
戸
下
層
民
と
出
稼
ぎ
人
の
哀
歓
!
小
林
一

一
茶
の
句
集
か
ら
|
」
「
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要
』
七
四
号
(
三
)
、

一
九
八
七
年
二
一
月

ぐ
「
近
世
社
会
の
生
活
空
間
と
民
衆
文
化
」
「
三
省
堂
高
校
社
会
科

一
教
育
ぶ
つ
く
れ
っ
と
」
一
五
号
、
一
九
八
九
年
六
月

。
「
一
茶
の
句
の
中
の
『
江
戸
ツ
子
』
」
『
長
野
』
一
四
六
号
、
一
九

一
八
九
年
七
月

『
ゾ
「
史
料
に
み
る
尾
張
国
知
多
郡
廻
船
惣
庄
屋
中
村
家
の
盛
衰
」

『
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
」
一
号
、
一
九
八
九
年
一

O
月

J

〔
書
評
〕
「
藤
田
覚
著
「
天
保
の
改
革
」
」
「
歴
史
評
論
」
四
七
五

号
、
一
九
八
九
年
一
一
月

。
「
一
九
八
九
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
批
判
|
近
世
史
部
会
一

|
」
『
歴
史
学
研
究
』
六
O
一
号
、
一
九
八
九
年
二
一
月

。
「
大
坂
市
場
を
揺
る
が
し
た
『
内
海
船
」
に
つ
い
て
」
「
日
本
歴

史
』
五

O
O
号
、
一
九
九
O
年

一

月

一

〈
〉
「
近
世
の
文
字
社
会
と
村
落
で
の
文
字
教
育
を
め
ぐ
っ
て
|
「
長
一

野
県
史
』
通
史
編
近
世
と
網
野
善
彦
氏
の
近
業
に
刺
激
さ
れ
て
一

|
」
「
信
濃
』
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
O
年

二

月

一

ゾ
「
通
訳
と
し
て
の
漂
流
民
」
「
歴
史
評
論
」
四
八
一
号
、
一
九
九
一

O
年

五

月

一

ィ
「
寛
文
六
年
尾
州
知
多
郡
師
崎
村
宗
門
改
帳
作
成
の
背
景
l

寛
文
一

年
間
尾
張
藩
領
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
発
覚
事
件
と
の
か
か
わ
り
|
」
一

『
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
」
二
号
、
一
九
九
O
年

九

月

一

。
「
大
阪
市
場
を
脅
か
し
た
「
内
海
船
』
の
組
織
と
運
営
l

尾
州
知
一

多
廻
船
仲
間
『
戎
講
』
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
素
描
|
」
『
日
一

本
福
祉
大
学
経
済
論
集
』
創
刊
号
、
一
九
九
O
年

一

一

月

-

パ
「
ペ
リ
l
来
航
予
告
を
め
ぐ
る
幕
府
の
対
応
に
つ
い
て
」
『
日
本
一

福
祉
大
学
経
済
論
集
』
二
号
、
一
九
九
一
年
一
月

〈
〉
「
明
治
三
年
、
尾
張
藩
蒸
気
船
購
入
資
金
知
多
郡
両
浦
船
持
よ
り
一

調
達
一
件
史
料
に
つ
い
て
」
「
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
』
三
号
、
一

一
九
九
一
年
一

O
年

一

「
近
世
初
期
伊
勢
湾
沿
岸
村
落
の
家
族
と
婚
姻
に
関
す
る
新
史
料
一

の
紹
介
と
分
析
結
果
に
つ
い
て

l
寛
文
六
(
二
ハ
六
六
)
年
尾
州
一



知
多
郡
師
崎
村
「
惣
百
姓
宗
門
改
井
寺
手
形
連
判
帳
」
の
分
析
を

通
し
て
|
」
『
日
本
福
祉
大
学
経
済
論
集
』
四
号
、
一
九
九
二
年

一
月

。
「
世
直
し
を
願
う
一
茶
」
『
日
本
古
書
通
信
」
七
六
三
号
、
一
九

九
三
年
二
月

。
「
大
塩
平
八
郎
」
『
歴
史
読
本
臨
時
増
刊
日
本
史
を
変
え
た
人

物
二

O
O
人
』
一
九
九
三
年
八
月

。
〔
書
評
〕
「
石
尾
芳
久
著
「
海
南
政
典
・
海
南
律
令
の
研
究
』
・

『
海
南
政
典
の
研
究
』
」
『
書
評
』
一

O
三
号
、
一
九
九
三
年
二

同
月

八

γ

「
マ
ン
ガ
家
と
日
本
史
研
究
者
の
接
点
」
「
歴
史
評
論
』
五
三

O

号
、
一
九
九
四
年
六
月

。
「
大
塩
平
八
郎
論
l

蜂
起
に
隠
さ
れ
て
い
た
新
事
実
に
つ
い
て

|
」
「
社
会
事
業
史
研
究
』
二
二
号
、
一
九
九
四
年
一

O
月

。
「
江
戸
の
文
化
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
『
歴
史
評
論
』
五
三
六
号
、

一
九
九
四
年
一
二
月

。
「
草
鹿
外
吉
の
二
つ
の
小
説
に
つ
い
て
」
『
日
本
福
祉
大
学
研
究

紀
要
』
九
一
号
、
一
九
九
四
年
二
一
月

〈
〉
「
近
世
の
尾
州
知
多
半
島
沿
岸
村
落
と
伊
勢
・
三
河
湾
沿
岸
諸
都

市
l
伊
勢
湾
内
市
場
圏
形
成
に
関
す
る
素
描
|
」
「
知
多
半
島
の

歴
史
と
現
在
」
六
号
、
一
九
九
五
年
三
月

ゾ
「
一
八
世
紀
後
半
の
尾
張
藩
領
内
」

N
H
K
学
園
『
れ
き
し
』
五

O
号
、
一
九
九
五
年
六
月

。
「
天
保
期
の
百
姓
一
授
と
打
ち
こ
わ
し
」
ア
ジ
ア
民
衆
史
研
究
会
一

編
『
東
ア
ジ
ア
の
近
代
移
行
と
民
衆
』
一
集
、
一
九
九
五
年
七
月
一

。
「
近
世
知
多
半
島
の
『
雨
池
』
と
村
落
景
観
|
民
話
と
歴
史
学
の
一

接
点
か
ら
|
」
『
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
』
七
号
、
一
九
九
六

年

三

月

一

。
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
と
愛
知
万
博
」
「
歴
史
地
理
教
育
』
五
六
八
号
、
一

一
九
九
七
年
一

O
月

一

。
「
近
世
後
期
の
文
学
作
品
か
ら
生
活
文
化
を
見
る
」
『
信
濃
』
第
一

五
O
巻

第

二

号

、

一

九

九

八

年

二

月

一

γ

「
「
愛
知
県
史
』
(
第
二
巻
)
「
藩
政
時
代
」
の
尾
張
・
三
河
像
」
一

『

愛

知

県

史

研

究

』

二

号

、

一

九

九

八

年

三

月

-

ク
「
第
二
回
目
の
全
体
的
な
感
想
!
大
会
報
告
特
集
・
歴
史
の
方
法
一

と
し
て
の
地
域

(
2
)
、
第
三
二
回
大
会
報
告
を
き
い
て
l

」
『
歴
一

史

評

論

』

五

八

七

号

、

一

九

九

九

年

三

月

一

。
「
近
世
尾
張
国
知
多
郡
の
「
雨
池
』
保
安
林
l

「
砂
留
林
(
山
)
』

の
設
定
と
森
林
景
観
」
『
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
」
一

O
号
、
一

一

九

九

九

年

七

月

一

。
「
近
世
後
期
、
下
層
町
人
女
性
の
教
養
と
知
性
|
式
亭
三
馬
『
浮
一

世
風
呂
』
を
素
材
に
|
」
「
専
修
史
学
』
一
一
一
一
号
、
二

0
0
0
年
一

三
月
)

，
「
尾
張
藩
領
の
砂
防
林
」
『
日
本
歴
史
』
六
二
四
号
、
二

0
0
0



年
五
月

一
0

〔
書
評
〕
「
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
・
斉
藤
純
監
修
「
図
説
日

一
本
の
百
姓
一
挟
』
」
『
歴
史
地
理
教
育
』
六
O
八
号
、
二

0
0
0年

一

五

月

-
4近
世
後
期
、
読
者
と
し
て
の
江
戸
下
層
社
会
の
女
性
よ
さ
苧
三

馬
「
浮
世
風
目
』
を
素
材
に
|
」
『
歴
史
評
論
』
六

O
五
号
、
二

O
O
O年
九
月

一ヘ
V

「
二
つ
の
幕
末
期
北
国
諸
港
調
査
報
告
書
l
北
国
諸
港
と
地
域
市

一
場
、
近
世
港
湾
都
市
発
掘
の
手
が
か
り
と
し
て
l

」
『
専
修
考
古

一
学
』
八
号
、
二

0
0
0年
一
一
月

一
。
「
幕
府
文
政
改
革
前
後
の
東
海
道
神
奈
川
宿
と
関
東
取
締
出
役
|

一
「
東
海
道
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
順
孝
日
記
」
に
み
る
八
州
廻
り
の

-
実
像
!
」
『
専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
』
二
二
号
、
二

O
O
一
年

-

三

月

っ
「
関
東
近
世
史
研
究
会
二

0
0
0
年
大
会
高
尾
報
告
コ
メ
ン

-
ト
」
『
関
東
近
世
史
研
究
』
五

O
号
、
二

O
O
一
年
一

O
月

一
。
「
東
海
道
神
奈
川
宿
と
横
浜
開
港
l

地
域
史
的
視
点
で
見
る
幕
末

日
米
交
渉
史
|
」
「
専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
』
三
二
号
、
二

O

一

O
二
年
三
月

一
。
「
二

O
O
二
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
批
判
|
近
世
史
部
会

一
|
」
『
歴
史
学
研
究
」
七
七
O
号
、
二

O
O
二
年
二
一
月

-

0

「
近
世
尾
州
知
多
郡
の
自
然
景
観
と
「
雨
池
」
民
話
の
生
成
|
新

美
南
吉
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
誕
生
の
背
景
を
探
る
|
」
「
知
多
半
島
一

の
歴
史
と
現
在
」
一
一
一
号
、
二

O
O
三

年

三

月

四

。
「
北
前
船
の
船
乗
り
は
優
れ
た
能
力
の
持
ち
主
で
文
化
人
だ
っ
一

た
」
『
北
前
船
・
河
野
』
五
号
、
二

O
O
三

年

八

月

一

人
〉
「
「
北
越
」
に
こ
だ
わ
る
鈴
木
牧
之
」
『
日
本
歴
史
』
六
六
八
号
、

二
O
O
四

年

一

月

一

。
「
フ
ラ
ン
ス
草
命
情
報
と
日
本
」
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
日
本
・
ア

ジ
ア
の
近
代
化
」
一
号
、
二

O
O
四

年

二

月

一

。
「
稲
葉
・
伊
藤
報
告
を
聞
い
て
l

第
二
日
目
『
伝
統
』
の
歴
史
的
一

根
拠
l

」
「
歴
史
評
論
』
六
四
七
号
、
二

O
O
四
年
三
月

。
「
慶
応
三
年
、
佐
渡
奉
行
の
佐
渡
諸
港
概
況
報
告
書
1

地
域
的
市
一

場
と
し
て
の
佐
渡
諸
港
と
新
潟
開
港
|
」
「
専
修
考
古
学
』
一

O

一

号
、
二

O
O
四

年

二

一

月

一

。
「
網
野
善
彦
さ
ん
を
偲
ん
で
」
「
北
前
船
・
河
野
』
六
号
二

O

一

O
四

年

四

月

一

。
「
永
原
慶
二
さ
ん
を
偲
ん
で
」
「
北
前
船
・
河
野
』
七
号
、
二

O

一

O
四
年
二
一
月

。
「
佐
々
木
潤
之
介
さ
ん
の
日
本
近
世
史
研
究
」
『
歴
史
学
研
究
』

七
九
八
号
、
二

O
O
五

年

二

月

一

山
「
近
世
矢
作
川
河
口
地
域
の
人
々
の
い
と
な
み
」
「
愛
知
県
史
研
一

究
』
九
号
、
二

O
O
五

年

三

月

一

ゾ
「
永
原
慶
こ
さ
ん
を
偲
ぶ
」
『
比
較
家
族
史
研
究
』
一
九
号
、
二



0
0
五
年
三
月

一
0

「
俳
句
・
戯
作
な
ど
か
ら
読
み
取
る
時
代
像
」
「
新
し
い
歴
史
学

の
た
め
に
」
二
五
八
号
、
二

O
O
五
年
八
月

一
。
「
佐
々
木
潤
之
介
著
『
大
名
と
百
姓
』
解
説
」
中
公
文
庫
『
日
本

の
歴
史
』
一
五
、
二

O
O
五
年
一

O
月
改
版
発
行

i

「
慶
応
三
年
、
外
国
奉
行
の
北
国
諸
港
調
査
報
告
書
l

開
港
場
建

一
設
を
め
ぐ
る
能
登
国
七
尾
港
に
つ
い
て
|
」
『
専
修
考
古
学
」
一

一
一
号
、
二

O
O
五
年
一
二
月

一
J

「二

O
O
五
年
東
海
史
学
会
大
会
講
演
神
奈
川
宿
と
横
浜
開
港

ー
地
域
史
的
視
点
で
見
る
幕
末
日
米
外
交
史
|
」
『
東
海
史
学
』

四
O
号
、
二

O
O
六
年
三
月

。
「
平
塚
か
ら
み
え
る
近
世
社
会
」
「
平
塚
市
博
物
館
研
究
報
告

自
然
と
文
化
』
二
九
号
、
二

O
O
六
年
三
月

。
「
小
林
一
茶
の
社
会
性
と
海
外
認
識
」
『
ア
ジ
ア
民
衆
史
研
究
」

一
一
一
号
、
二

O
O
六
年
五
月

一
0

「
来
年
は
富
士
山
大
爆
発
三

O
O
年
」
「
古
文
書
か
わ
ら
版
』
三

-
号
、
二

O
O
六
年
七
月

一
0

〔
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〕
近
世
史
部
会
「
林
英
夫
さ
ん
が
歩
ん
だ
日
本

一
近
世
史
研
究
の
軌
跡
」
『
愛
知
県
史
研
究
』
一

O
号
、
二

O
O
六

年
三
月

一
。
〔
書
評
〕
「
河
野
徳
吉
著
「
尾
張
藩
紙
漉
文
化
史
|
御
用
紙
漉
・

一
辰
巳
家
を
中
心
に
|
』
」
「
日
本
歴
史
』
七

O
一
号
、
二

O
O
六
年

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーーーーーーーーーー一一----【ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

一O
月

以
上
の
ほ
か
に
角
川
書
庖
『
日
本
史
辞
典
』
、
小
学
館
「
日
本
国

語
大
辞
典
」
の
編
集
、
「
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
、
近
世
編
、
同
通

史
編
、
「
新
潟
県
史
』
資
料
編
近
代
一
の
編
集
及
び
分
担
執
筆
、
「
愛

知
県
史
』
資
料
編
近
世
の
編
集
に
参
加
。

(二

O
O
六
年
一
一
月
三
日
現
在
)


